
普及活動情勢報告（平成30年12月分）

須崎農業振興センター高南農業改良普及所

県外からの新規就農者の確保に向けて ～「こうち農に就くフェア」へ参加～

四万十町ブースで就農相

談対応をする職員ら

12月1日に大阪、12月9日に東京で、高知県による就農相談会「こう

ち農に就くフェア」が開催され、10組12人が訪れました。

四万十町役場職員や、四万十町へ移住されている農業者とともに就

農相談対応を行いました。相談者からは、「就農に向けてどのような

手順を踏むとよいのか？」「移住者から見た四万十町のアピールポイ

ントは？」などの質問がありました。

1月にはJA四万十本所で、高南地域営農協議会主催の就農相談会を開

催するよう計画しており、引き続き関係機関と連携しながら就農相談

対応、就農支援を行っていきます。

農業にかかわる税金の勉強をしました ～はちきん農業大学第５回高南地区講座の開催～

熱心に受講する参加者

12月3日、普及所で「農業にかかわる税金」と題して第5回高南地区

講座を開催し、6名が受講しました。

税理士事務所の方を講師にむかえ、消費税改正のポイントや、経営

移譲等の経営の節目にかかわる税の手続きの講義を受けました。受講

生からは、「息子夫婦に経営移譲する時の、生前贈与の手続きはどう

なる？」「子供に、一部のハウスを任せて経営をする場合も手続きが

いるか？」など、具体的な質問も出て、理解を深めました。

普及所は今後も、高南地区講座などにより、経営管理支援を行って

いきます。

高南地区の郷土の味を若い世代に伝承 ～郷土料理伝承講座の開催～

ｸﾞﾙｰﾌﾟ員の指導で和気あ

いあいと調理する参加者

12月14日、四万十町東又基幹集落センターで「土佐の郷土料理伝承

講座を開催し、関係者含め18名が参加しました。

「土佐の料理伝承人」である高南地区農漁村女性グループ研究会が、

若い世代の女性などを対象に、地域特産のニラや里芋、しいら、大豆

などや、手作り味噌、納豆などを使った料理を伝承しました。

移住された方からは「高知ならではの、季節の野菜の料理を教えて

ほしい」「地域の人との出会いがあってとても良かった」などの感想

も聞かれ、大変好評でした。

普及所では、今後も地域での伝承講座などを通じ、若い世代への料

理の伝承や交流活動、地産地消の拡大等への支援を行っていきます。



ニラの品質の統一、向上を目指して ～JA四万十ニラ部会の目慣らし会の開催～

等級ごとに品質の確認を

する生産者

11月30日、JA四万十出荷場で、JA四万十ニラ部会の目慣らし会がニ

ラの品質向上を図るため開催され、生産者36名が参加しました。

JAからは、県域各産地の品質状況の報告や、出荷調製作業の省力化

についての説明がありました。

普及所からは、ニラの品質および収量アップに向け、スリップスや

白斑葉枯病、褐色葉枯病の防除の徹底を呼びかけました。

生産者からは、階級ごとに分かれたニラを見ながら「きれいなニラ

を作りゆう！」「そろそろ白斑葉枯が出てくるき、気をつけないかん

ね」といった声が聞かれました。

普及所は今後も、JAと連携して、ニラの品質向上に向け取り組んで

いきます。

ししとう部会で今年の栽培を検証 ～JA高知はた十和支所ししとう部会役員・班長会の開催～

今年度の栽培について振

り返る生産者

12月4日、JA高知はた十和支所で、ししとう部会役員・班長会が開

催われ、地区の役員、班長となている生産者7名が参加しました。

参加者と今年の栽培を振り返り、来年度の取り組みについて協議し

ました。その結果、来年度は整枝をテーマに講習を行うことや、現地

検討会の回数を増やすことなどが決まりました。

普及所からは、かん水の必要性や薬剤の防除ローテーションについ

て説明しました。

生産者からは、「病気を抑えるには予防しかないね。」といった声

が聞かれました。

普及所は今後も、JAと連携して、ししとうの生産量拡大に向けて取

り組んでいきます。

本年のブランド化の取組の振り返り！ ～JA四万十エコ栽培米生産部会出荷反省会～

稲こうじ対策を学ぶ

生産者

12月17日、JA四万十営農総合センターで、JA四万十エコ栽培米生産

部会の出荷反省会を開催し、生産者9名が参加しました。

普及所は、本年度の生育概要の説明や、農研機構が開発した稲こう

じ対策を指導し、部会でこれらの情報を共有しました。

また、「第12回おいしいお米日本一コンテストin庄内町」の優良金

賞の受賞のお披露目も行われました。

生産者からは「稲こうじ対策について勉強になった。」「部会員の

コンテスト入賞は励みになる。」などの声が聞かれました。

普及所は今後も、四万十町産米のブランド化に向けて、JAと協力し

ながら高品質、良食味米の栽培を支援していきます。


